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カラダの中の水分を「体液」と呼び、大切な役割を担っており、水のほか電解質（塩

分）が含まれています。体液は①体温調節、②カラダに必要な栄養素や酸素を運び込

む、③カラダに不要な老廃物を運び出すなどの役割を果たしています。体液の割合は

体重の約60%ですが、年齢によってその割合は異なります 

脱水とは、生命の維持に必要な体液量が不足している状態のこと。体重の２％

以上の体液が失われると脱水症です。脱水は水分とNaどちらが多く失われたか

で、水分欠乏型脱水(高張性脱水)とNa欠乏型脱水(等張性,低張性脱水)に大別さ

れますが、臨床的には両者の混合型が多いです。 

脱水とは 

体液とは 

 カラダに占める体液の割合 

・水分欠乏型脱水は、炎天下での長時間の作業や運動で汗を多く  

かいた時など、細胞外液のほか体全体から水分が失われた状態。 

・Na欠乏型脱水は、嘔吐や下痢、出血などにより体液(水＋電解

質)を一騎に失った状態。体液を失って水のみ補充すると低Naとな

Cl/Naバランス異常 

Cl/Naが低値          

・・・嘔吐、降圧利尿剤投与 

Cl/Naが高値             

・・・NH4Cl、生食の過剰注入    

HCO3
-の喪失・消費 

通常、Na Clは食塩として摂取され、

Naclの形で喪失   ・・・比は一定 

嘔吐（胃液喪失）

アルカローシスに 

下痢（腸液喪失）

アシドーシスに 

Cl/Na比が低値 
①嘔吐により胃液が失われる（胃酸中のCl喪失）  

②降圧利尿薬の投与でClが尿中に排泄される 

Cl/Na比が高値 
③塩化アンモニウム・生食水の過剰注入、④呼吸性アル

カローシス、⑤下痢による腸液の喪失で、HCO3
-が消

費・減少するため代謝性アシドーシスでみられる 

脱水症と電解質のバランス 検査データのどこがおかしいか？

観察してみよう！ 事例のﾃﾞｰﾀ観察 

1、①から④の順にデータを観察します。 

①蛋白;TP↑,Alb↑高値、②腎機能;CRE↑,UA↑高値 ④血

算:WBC↑,Hb↑,Ht↑高値から、血液全体が濃縮している印

象。しかも③電解質はCl/Na比が低い。 

 事例はマロリーワイス症候群、嘔吐を繰返し脱水状態。

Clのバランスが低値のときは嘔吐した可能性が示唆。 

Cl/NaでClが低いのは・・体外への喪失 

2、Alb、Ht、Hb、UAが高値、BUN/CRE＞20は脱水の指標 

＊通常NaとClは食塩として摂取され、NaClの形で喪失する 

ひどい嘔吐では胃液が、ひどい下痢では腸液が失われます。 
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脱水と熱中症、電解質バランス 

症状 

検査値 

●のどの渇き

●尿量の減少

●不安・興奮 

脱水の分類 

原因 ・水補給無し・発汗、多尿 

血清Na上昇 

主に水分が喪失 

血漿浸透圧の

上昇 

水分欠乏型脱水 

（高張性脱水症） 

血清Na低下 

残余窒素上昇 

●頭痛    

●悪心・嘔吐 

●立ちくらみ 

●血圧低下 

Na＋と水分が

同時に喪失 

循環血液量の

減少 

Na欠乏型脱水 

・水と電解質失っても水のみ補充 

（等張性,低張性脱水症） 

軽 度：2%～5%未満  中等度：5%～10%未満  重度：10%以上  

脱水の度合いは、失われた体液による体重減少が目安 

 

NaとCLのバランスは、NaはCLの1.4倍（Na140，CL100）

を目安にするとわかりやすぞ！実体験では・・ 
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熱中症とは 

事例２のﾃﾞｰﾀ観察 

１、①蛋白↑②腎機能↑⑤血液↑高値、②CK、ﾐｵｸﾞﾛﾋﾞﾝ異常高値で筋疾

患？④電解質はK↑ﾊﾞﾗﾝｽ悪い。全体的に高値で濃縮してる印象 

TP,Alb共に高値でCRE異常高値、BUN/CRE=11.6だが脱水を疑う。CK,ﾐｵｸﾞﾛ

ﾋﾞﾝ↑は横紋筋融解が疑われる。Cl/Na比は正常でK,Ca↑は、汗で水分

が抜けた脱水が疑われる。 

２、Alb、Ht、Hb、CREが高値、BUN/CRE＞20は脱水の指標 

事例２は、フルマラソンによる熱中症（脱水症）、横紋筋融解症を発症

した例、救急受診時には経口で水を受付けず嘔吐、体温調整が不調、体

重は走る前より６Kg（7%）減。輸液5Lの投与を受けた。その後の経

過は表のとおり。CREの回復とCKの変化に驚く。実体験・・ 

脱水と熱中症、電解質バランス 

脱水の度合いは、失われた体液による体重減少が目安 

軽 度：2%～5%未満  中等度：5%～10%未満  重度：10%以上  

熱中症とは、暑い、蒸し暑い環境で、体内の水分や塩分バランスが崩れ、体内の調

整機能が働かなくなり起こる体調不良。体調不良の症状は「脱水症」と「異常高体

温」によっておこります。 

正常時 脱水症になると… 

ヒトの身体は体温が上がりすぎないように「汗による放熱」「皮膚か

らの放熱」でコントロールしています。 

・「脱水症」になると、体液が足りなくなるため、熱を逃がす働きが

弱くなります。すると、体温が下げれなくなり、体温上昇による様々

な機能障害を引き起こして、ついには「熱中症」となります。 

・「熱中症」は屋外作業やスポーツ、暑い場所だけでなく、高齢者な

どは屋内での発症が多い。日常生活の中で脱水症に陥りやすいので、 

エアコンなどを積極的に活用し脱水症を起こさないようにしましょう 

熱中症！？と思ったら・・・ 

これを参考にするんじゃ！ 

 

尿の色もカラダの水分量が足りているか

の目安になるぞ！ 
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